
 

第２回 成城駅前未来まちづくりキャンバス 

 

次第 

 

日時：令和７年７月２８日（月） 

   １０：００～１２：００ 

場所：砧総合支所 ３階 

   ミーティングルームＡＢ 

 

 １ あいさつ及び情報交換 

 

 ２ 前回の振り返りと意見募集について 

 

３ 街づくりルールについての説明及び意見交換 

（１）ルール見直しの必要性について 

（２）検討テーマ１「建物や看板の形態・意匠・色彩」について 

（３）検討テーマ２「建物の高さ」について 

 

４ イベント企画について 

 

５ その他 

 

 

 

 

 

 

＜配布資料＞ 

・資料１   第２回成城まちキャン 出席者名簿 

・資料２   街づくりルールの見直しの必要性について 

・資料３－１ 検討テーマ１「建物や看板の形態・意匠・色彩」について 

・資料３－２ 検討テーマ２「建物の高さ」について 

・資料４   イベント企画（案） 

【参考資料】第１回成城駅前未来まちづくりキャンバス 議事要旨 

 



【順不同】



 

検討回 制限項目 
まちづくり協議会 

の提案 準備会議やウェブプラザによるアンケート結果等  

アンケート結果等を踏まえた 

まちキャンでの検討の方向性 

（事務局案） 

第 2回 

（本日） 

建物や看板の 

形態・意匠 
現行制限の維持 

現行の形態・意匠について前向きな意見多数 

・緑がきれいでおしゃれな店が多い憧れの街 

・成熟した落ち着いた街 

・令和６年度実施のみどりに関するイベントでは、

立地・敷地条件や維持管理の観点からルール化す

るのは難しい一方で、「商店街による自主的な取

組み周知の重要性」などが明らかとなった。 

⇒ 

・現行制限や取組み状況の共有 

・事例紹介集の導入の可能性に

ついて確認・検討する。 

建物の高さ 
商業・業務地区に２５ｍの

最高高さ制限追加 

・「周辺に配慮した場合、高さ制限を緩和すること

が望ましい」が５３．８％であった一方で、「一律

に制限が望ましい」「現状のままでよい」がとも

に２３．１％であったことから意見が割れている

とも捉えられる。 

※他地区において、制限導入時に地権者が反対を訴

えるケースあり 

⇒ 

・現在の高さ規制の共有 

・慎重な検討が必要となるた

め、２５ｍという数値につい

て確認・検討する。 

  

第３回(10月下旬頃開催予定) 

【資料２】 街づくりのルールの見直しの必要性について 



検討テーマ１「建物や看板の形態・意匠・色彩」のルールについて

商店の櫄疄のもと、成城憲章・地樄橑画等により維持されてきた畅ち着いた駅周辺

1

これまでのアンケート等の意見

〇みどりがきれいでおしゃれなお店が多い憧
れの街（R6.9.7第1回キックオフイベント）
〇成熟した落ち着いた街
（R7.6.4成城まちキャン）
〇まちなみが美しくゆとりがあり、素敵な建
   物も多い街
（R7.7.4～6成城100周年七夕イベント）

建物や看板の樻態・意匠・色彩について、櫄檂会からの変更提案なし

【資料３−１】



検討テーマ１「建物や看板の形態・意匠・色彩」のルールについて

2



検討テーマ１「建物や看板の形態・意匠・色彩」のルールについて

3

企櫤のシンボルカラー等の扱い

駅中心部の店舗

住宅地との繋がり
を意識した
カラーリング

成城学園前駅西口の住宅に連なる店舗住宅街との
境目



樻態・意匠・色彩に関する制度

検討テーマ１「建物や看板の形態・意匠・色彩」のルールについて

※制限を櫋化する場合、より細かな基準になることで、統一感のある街並み誘導が櫋化
されるメリットがある一方、建物や看板の独自色は今よりも出しにくくなる側面がある。

4

①モデルケース
紹介による誘導

②ガイドライン（櫄定） ③地樄橑画等

好事疘を紹介することで、相手方
の自発的な櫄疄を促す

櫋制疄はないが、緩やかに誘導
できる

法に基づく制度で行政が審査・
適合判定を行うため櫋制疄あり

小 強制力 大

②の成城憲章と③地区計画(右記）が両輪で「周囲の環境と調和し
た」意匠色彩を求めることで、駅周辺の建物等の外壁、屋根等の形
態意匠の維持に寄与している。
その他に、屋上の広告塔、看板等や電飾された広告塔、看板類は設
置できないこととしている。

※その他、大橪模（高さ30ｍ又は3,000㎡超）な建築には世田谷樄風橄づくり条疘による届出義務あり

成城駅周辺地樄の制限状櫓



5

【参考】

他地区の事例



検討テーマ１「建物や看板の形態・意匠・色彩」のルールについて

①モデルケース紹介による誘導の事疘

6

天王洲地区景観まちづくりルール
アイデアブック

三条通デザインアイデアブック2021
（京都市）

文化庁の支援事業により実施された空間デザイン
ワーショップをもとに、地元協議会が中心となっ
て、将来像と空間デザインのアイデアをとりまと
めたもの

出典：天王州地区景観まちづくりルール
アイデアブック／品川区

出典：三条通デザインアイデアブック2021
／京の三条まちづくり協議会

１

２

３

４

５

様々な工夫による
みどりの創出



検討テーマ２「建物の高さ」のルールについて

●道路斜線制限

道路の向かい側の境界線から
〟定距離の傾斜の制限がかかる。

●隣地斜線制限

建物

隣地斜線

建物

1.25
 or
2.50 

隣地土地

隣地境界線

隣地境界線から〟定距離の傾斜の
制限がかかる。

地区街づくり計画及び地区計画では、「建築物の高さの最高限度」は定められていないが、そのもの制
限により〟定程度高さが抑えられている。れ〦にその制限イメヸジを示す。

高さ
20

or

31

m

●高度地区による北側斜線制限・絶対高さ制限

北側隣地

対象の
建物 隣地道路

敷地北側の日当たりに配慮するため、北側
の隣地境界線から〟定距離の傾斜の制限が
かかる。更に、グ居系用途と近隣商業地域
の〟部には絶対高さ制限がある。

北側隣地

※このほかに、建物が建つことによっ
てできる日影の時間を規制する日影
規制あり

土地
隣地境界線

いくつか
パタヸン
がある〶
の〟す例
です

【資料３−２】

1

1



検討テーマ２「建物の高さ」のルールについて

2

成城学園前駅周辺地区の高さ規制の現状

2

【道路斜線制限、隣地斜線制限】

ヷ地区の〶では、適用
される規制は少ない
が、タワヸマンショ
ン等は建てられない。

ヷ最高10階建て
(約30m)がある。

ヷ現状では２〜５階建て
の建物が多く、７階建
て(約21ｍ)の建物も
ある。

ヷ現状では、９階建て
(約27ｍ)の建物がある。

ヷ〥記高さ規制のもに、
建物のボリュヸム(容積
率)が抑えられる地区
ヷ２〜３階建ての建物が
多く、最高6階建て(約
18ｍ)がある。

【道路斜線制限、隣地斜線制限、第2種高度地区
による北側斜線制限、日影規制】

※この頁は サイズで印刷すること

【道路斜線制限、隣地斜線制限、第３種高度地区
による北側斜線制限、日影規制】



検討テーマ２「建物の高さ」のルールについて

【参考】地区内の建物階数

3

地区内で最も高い建物
（パヸクハウス）

※〟般的な〟つの階の高さは、3ｍ程度です。



検討テーマ２「建物の高さ」のルールについて

対象区域内で建築可能な建物の最高高さの検討

4

駅周辺で〟番高い建物が建築可能な敷地の条ゑ

ヷ近隣商業地域(指定容積率400％)高度地区無指定
ヷ広い幅員の道路に面している
ヷ敷地規模が大きい
ヷ駅や近で北側に日影規制がない

建て替えられた場合の最高高さ（想定）（右図）

ヷ高さ約３４m （１１階建程度）
ヷ現状の〟番高い建物より、１階程度高くなる。

【建築計画（高さ）に影響を及ぼす規定】
ヷ高さ31mを超えると、隣地斜線制限
⇒１階あたりの床面積が小さくなり、集合グ宅等では収
益性に関わってくる。

ヷ高さ３１ｍを超えると、避難関連の規定として排煙設備
の設置（建築基準法）

ヷ１４階れ〥では、共同グ宅用スプリンクラヸ（消防法）
やエレベヸタの設置（建築基準法）

ヷ１５階れ〥では、特別避難階段（建築基準法）の設置
⇒１４階れ〥の建築物は、特にす業採算性や維持ヷ管理
の面ではハヸドルがある。

※奥行きが小さい敷地では、北側の隣地斜線制限の影響を
受ける。

該当敷地で想定される建て替えた建物の断面



一定以上の高い建物が建築されない。また、建物の
高さが制限されることで、統一した街並みが形成さ
れる。

メリット

高さが抑えられることで、部屋数や建物の形状等、
所有者の土地利用が一部制限される。

デメリット

【留意点】
・制限の導入により既存建物と同一規模での建替えが困難になることがあり、また斜線制限
の関係で奥行きが小さい敷地では、さらに建物が小さくなる可能性あり

・駅周辺で時間を過ごせる場所が少ないという意見もあるなか、みどりやオープンスペース
など周辺環境に配慮した場合に、高さ制限の緩和を行うという手法も存在している



 

 

 



令和７年度成城学園前駅周辺地区 第１回イベント企画 
 

１ 目的 
まちづくりルールの検討状況の周知や実験・検証、意見募集 
まちづくりルールの変更に向けた気運醸成 
成城地区での取組みの PR 

 
２ 内容 

テーマ「子どもと一緒に考えるまち」 

・まちづくりに係る機会が少ない子どもが足を止め、楽しみながら、参加できるイベント。 
・これまでの成城まちキャンにて意見交換した内容（街の将来像、意匠形態、建築物の高

さ）の展示。 
・まちづくりルールによって推移する成城駅前の街並みを示して、地域住民や来街者と意

見を交換する。 
 

３ 場所 
   成城学園前駅南口小広場および成城コルティ２階イベントスペース 

  

 

 

 

 

４ 候補日時 
 
 
 

  

 

 

 

 

 

日程 備考（他イベント情報） 

9 月 13 日(土) コルティ 同一フロアでスマホ販促イベント  

9 月 14 日(日) コルティ 同一フロアでスマホ販促イベント 

9 月 20 日(土) 南口小広場 交通安全週間（準備） 

9 月 21 日(日) 南口小広場 交通安全週間 

10 月 25 日(土)  

10 月 26 日(日)  

上記の日程うち１日 10:00～16:00 予定  



昨年度のイベントの様子（成城学園前駅南口小広場） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

  今昔なぞなぞラリー 今昔風景の移り変わりからまちの未来を考えよう 
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